
平成 29年度 学士学位論文梗概 高知工科大学 情報学群

異種のクラウド環境に対応したオーケストレーション定義エディタ

1180333 佐藤 龍 【 分散処理OS研究室 】

1 はじめに
クラウド基盤の代表的なものに Amazon Web Ser-

vices(AWS) と OpenStack がある．これらのクラウド
オーケストレーション機能では，クラウド環境の構成
情報を記述したテンプレートを読み込ませることによっ
て，クラウドを構築することができる [1]．しかし，異
なるクラウド基盤ではリソースの定義が異なっているこ
とや，記述方法が統一されていない等の問題がある．
本研究では，AWSとOpenStackの似た機能や概念を

統合し，どちらのクラウド基盤にも対応できるオーケス
トレーション定義エディタを実現する．

2 オーケストレーション定義エディタ
2.1 問題点と対処

クラウドオーケストレーション機能である AWS の
Cloud Formation，OpenStackのHeatではリソースの
定義方法が異なる．リソースの対応関係を表 1に示す．
SecurityGroupや Instance等はリソースが対応するが，
外部ネットワークとの接続に必要なリソースである In-

ternetGatewayや Route等は概念が異なる．また，テ
ンプレートファイルを流用できないという問題がある．
本研究ではこれらの問題を解決するために，用語を

AWSに統一し，異なる概念である外部ネットワークと
の接続に必要なリソースをまとめ，新しく定義すること
によって，AWSとOpenStackの両方に対応するエディ
タを実現した．

2.2 エディタ概要

エディタの概略図を図 1に示す．プルダウン，チェッ
クボックスを使って VPC，Instanceの順に構成情報を
選択する．インスタンスタイプはメモリとコア数が同程
度の物を対応付けしている．その後，テンプレートファ
イルを出力する．これにより，エディタ利用者が AWS

と OpenStackのリソース名の違い，テンプレートファ
イルのフォーマットの違いを意識することなく，テンプ
レートファイルを定義することを可能にしている．

表 1 AWSと OpenStackのリソース対応関係
AWS OpenStack

VPC Net

SecurityGroup SecurityGroup

Subnet Subnet

Instance Server

InternetGateway Router

Route RouterInterface

RouteTable

SubnetRouteTableAssociation

VPCGatewayAttachment

図 1 エディタ概略図

図 2 テンプレートファイル作成時間

3 評価
被験者 5人が従来方式とエディタ方式を用いてクラ

ウド環境の構築を行った．図 2に 3セグメント構成に
おけるテンプレートファイル作成時間を示す．
エディタを使用することによって，テンプレートファ

イルの記述ミスがなくなり，従来方式より作成時間を平
均で約 10分の 1まで削減することが出来た．また，エ
ディタ方式ではGUIによるリソース定義によって，被
験者のタイピング速度や，オーケストレーションに関す
る知識の習熟度によるばらつきを抑えることが出来た．

4 まとめ
本研究では，AWS と OpenStack のクラウド環境に

おける，リソース定義の違いを解決するオーケストレー
ション定義エディタを実現した．これにより，クラウド
基盤を意識せず，クラウドオーケストレーションを利用
することを可能にした．
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